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◇新しく誕生する新施設

庄内町立川複合拠点施設の名前が決定

◇11/29 狩川松寿大学 富樫町長講演

◇12/21 青空広場 餅つき大会

◇12/26 やまゆりスクール最終回

◇1/29 わんぱく学園

◇2/5 クッションカバーをつくろう！
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KARIKAWA 庄内町立図書館分館オススメの本
スタッフおすすめの本をあつめました！Instagram

自然と共に生きる本
【一般図書】

「もも助の、引っ越しだもん」
写真・作：尾坂昌紀・良幸
出版：大空出版
雪に覆われた冬の北海道。針葉樹

林のなかを飛び回る小さな生き物
「エゾモモンガ」手のひらサイズの
小さな彼らは、仲間たちと体を寄せ
合って寒い冬を乗り切ります。ある
日、彼らの天敵のエゾクロテンが森
に現れて…『第３回日本写真絵本大
賞』

【児童書】

「いただきますの山」
著者：束元理恵 出版：ぞうさん出版
20代の挫折から山奥での狩猟へ。

中国新聞で異例の2年長期連載された人気
コラム『あこがれ山暮らし～北広島から』
を執筆した著者が、一風変わった食生活を
通じて、さまざまな田舎暮らしの素晴らし
さを紹介しながら、全く未経験の農業や狩
猟に果敢に奮闘し、地元の人たちに支えら
れながら少しづつ成長する里山移住の青春
成長物語です。



11/29(火)狩川松寿大学

庄内町立川複合拠点施設

2023年7月にオープン予定の新施設の愛称決定！

『 』
タチヨリ

リニューアル工事を経て新しく誕生する庄内町立川複合拠点施設は、2023年7月に
グランドオープン予定。もっと親しみをもってもらえるよう町民の皆さんから愛称
を選んでもらい、「TACHIYORI（タチヨリ）」に決定しました。
タチヨリは、地域の方々がふらっと寄り道したくなる場所、誰でも気軽に集い合

える寄り添う施設、輝く未来をここヨリ共に作っていく、という思いが込められて
います。
タチヨリは、立川総合支所・狩川まちづくりセンター・図書館分館・立川さんさ

んクラブ（学童保育）を併設した大型複合施設です。そのほかに、カフェスペース
・コワーキングスペース・レンタルオフィス等、様々な活動を通じて、人と人がつ
ながる新たな創造の場、地域活性化の拠点としてにぎわいを創出します。

7/29(sat)・7/30(sun)
風来風流フェスティバル開催決定！！

『オリジナルクッションカバーを作ろう！』

ワークショップ当日は小学生からシニアまで約30人が
集まり、ミシンを使ってクッションカバーを作りました。
㈱カリカワ様より寄贈いただいた生地を使い、タッセル
も手作りでカラフルな個性輝くオリジナルカバーが完成
しました。クッションは「タチヨリ」のフリースペース
やカフェラウンジで利用者の方に自由に使っていただき
ます。参加者からは、「楽しく参加できた！作ったクッ
ションをタチヨリで使ってもらえてうれしい。」との声
も。ご参加いただいた皆様ありがとうございました。

詳細は後日発表します

12/21(水)放課後こども教
室 青空広場にて、お正月よ
り一足早く餅つきが行われ
ました。よいしょの掛け声
でついたおもちは、子ども
たちや館内の皆さんに振舞
われました。

当日は12名の参加者が集まりました。南天や松などお
正月らしいものから、バラやラン、西洋ギク、リューコ
コリーネという珍しいお花まで和洋折衷、華やかで彩り
豊かなフラワーアレンジメントが完成しました。お正月
に玄関に飾ると素敵ですね。
今年度のやまゆりスクールはこれが最後の回でした。

ご参加いただいた皆様1年間ありがとうございました。
令和５年度も色々企画していますので、まだ参加したこ
とのない方はこの機会にぜひお申し込みください。

2月5日(日)タチヨリでつかうクッションカバーを
地域の皆さんと一緒に作りました！

小学校1年生から3年生までの親子5組12名が参加しま
した。クリスマス前に親子で楽しめるお菓子つくりを
体験しました。ロールケーキといちご大福、
いももちを作りました。生地をこねたり、
生クリームを泡立てたり、思い思いのお菓子
ができました。

11/27 家庭教育事業 おやこでお菓子づくり

この日は、今年度最後となる
松寿大学。講師に富樫町長をお
招きし「庄内町の現状と将来」
と題して講演をいただきました。
修了式では相馬直子さんが特別
栄誉賞を、奥山春子さんが栄光
賞をそれぞれ受賞されました。


